


今月の表紙

尾花沢市野黒沢

庄 司 幸 世さん（ ）
しょう じ さち よ
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表紙撮影協力
大石田地区女性部貸衣裳室

みちのく村山玉野美容室

尾花沢営農センターに所属する庄司さん。
今年の抱負は 親切、丁寧、さりげない心づ
かい です。平成 年 月 日に入組してか
らは尾花沢支店に駐在し、営農関係の窓口と
して、日々組合員の皆さんと接しています。
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年の歴史をかみしめ校歌斉唱

村山農業高校 創立 周年並びに閉校記念式典楯岡小学校収穫感謝祭

やり方を教わりながら、初めての俵づくり 村 山 市

平
成

年
新
年
祝
賀
式

今年の五穀豊穣と組合員のご健勝を祈願

第 回山形セレクション牛枝肉共進会

力
強
く
頑
張
ろ
う
三
唱

（
山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
で
）

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
を
受
賞
し
た

枝
肉
と

大
類
畜
産

県民・国民集会開催

大石田米生産部会 つや姫 贈呈

つ
や
姫
新
米
を
子
ど
も
た
ち
へ

お
届
け（
左
が
齊
藤
部
会
長
）。

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
の
研
修
会
の
様
子

（
写
真
中
央
が
講
師
の
後
藤
部
長
）

みちのく村山新任総代研修会

年の歴史をかみしめ校歌斉唱

村山農業高校 創立 周年並びに閉校記念式典楯岡小学校収穫感謝祭

やり方を教わりながら、初めての俵づくり 村 山 市

村山農業高校 創立 周年並びに閉校記念式典楯岡小学校収穫感謝祭

平
成

年
新
年
祝
賀
式

第 回山形セレクション牛枝肉共進会 県民・国民集会開催

大石田米生産部会 つや姫 贈呈 みちのく村山新任総代研修会

村 山 市

谷谷組組合合長長がが年年頭頭ののああいいささつつ谷組合長が年頭のあいさつ

月 日、村山市立楯岡小学校で収穫感謝祭が開
催。 年生が自分たちで育てて収穫した はえぬき
の稲わらで俵を編み、おにぎりを作りました。
会場となった体育館には、児童や保護者、先生な
ど約 人が集合。保護者の指導を受けて俵づくり
に挑戦した児童たちは、 意外に難しかった と感
想を述べていました。
昼には炊きたての はえぬき でおにぎりを作り、

それぞれ持ち寄った具を中に入れ、みんなで一緒に
食べながら感謝祭を締めくくりました。
この日作られた俵は、来年の相撲大会で使われる
予定です。

月 日、山形県立村山農業高等学校・通称 村
農 で 創立 周年並びに閉校記念式典 が開催。在
校生や同窓生などあわせて約 人が出席しました。
式典では歴代校長ら 人に感謝状が贈られ、 年
の歴史を振り返る映像の上映も行われました。竹田
耕平校長は 村農は耕道の精神で、多方面に優秀な人
材を輩出してきた。今後は工業・商業と合流し、一
回り大きな産業教育を目指す と式辞を述べました。
明治 年に誕生した 村農 は、来年 月に東根工

業高校と統合し、県立村山産業高等学校として生ま
れ変わります。

平
成

年

み
ち
の
く
村

山
新
年
祝
賀
式
が

月

日
、

本
店

階
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

祝
賀
式
に
は
、
農
事
実
行
組

合
長
や
組
織
代
表
者
、

役

職
員
あ
わ
せ
て

人
が
出
席
。

神
事
に
続
き
、

谷
組
合
長
が

平
成

年
は
、
内
外
共
に
大

き
な
変
動
の
中
で
の
事
業
運
営

と
な
っ
た
。
し
か
し

年
度
事

業
も
引
き
続
き
順
調
に
推
移
し

て
お
り
、
大
過
な
く
新
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
平
成

年
は
第
六
次
経
営
管
理

カ
年

計
画
の
最
終
年
で
あ
り
、
当
農

協
が
合
併
し
て

年
目
の
大
き

な
節
目
の
年
で
も
あ
る
。
諸
先

輩
方
が
築
い
た
実
績
と
歴
史
に

感
謝
し
、
今
年
も
役
職
員
一
丸

と
な
っ
て
事
業
運
営
に
当
た
っ

て
い
き
た
い

と
年
頭
の
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
し
て
女
性
部
の

橋
和
子

部
長
が

綱
領
を
唱
和
。
農

事
実
行
組
合
長
連
絡
協
議
会
の

橋
範
夫
会
長
の
乾
杯
で
懇
親

に
入
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で

新
年
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

最
後
は
、
青
年
部
の
近
藤
剛
委

員
長
の
力
強
い
万
歳
三
唱
で
、

新
し
い
年
の
さ
ら
な
る
発
展
を

願
い
ま
し
た
。

月 日、 山形県食肉公社で第 回山形セレク
ション牛枝肉共進会が開催され、 頭が出品。審
査の結果、尾花沢市の 大類畜産がチャンピオン賞
に輝きました。
その他の順位は以下の通りです。

優秀賞 席 アサイ
優秀賞 席 折原勝幸さん
優秀賞 席 水上畜産
優秀賞 席 尾崎一博さん

また優良賞として、森清さん・ スカイファーム
おざきが入賞しました。

環太平洋戦略的経済連携協定（ ）断固反対山
形県連絡会議は 月 日、 断固反対 山形
県民集会を山形国際交流プラザで開催。約 人
が出席し、当 からも約 人が参加しました。
長澤豊 山形中央会長はあいさつの中で 政府は
脱退も辞さない覚悟で交渉に臨むことを国民に約束
しなければならない と述べました。
また 月 日には、東京都千代田区の日比谷野外
音楽堂でも 決議の実現を求める国民集会
が開催。約 人が参加し、山形県からは約 人
が出席しました。重要品目を関税撤廃対象から除外
することを求めた国会の決議を厳守するよう求める
決議が採択されました。

大石田米生産部会は 月 日、平成 年産つや姫
を大石田町へ贈呈しました。地産地消活動や食

農教育の一環として、給食用に毎年贈呈しています。
この日町役場を訪れた齊藤清部会長は、 天候に
恵まれ素晴らしい米ができた。ぜひ子供たちに食べ
させて下さい と、 袋入りのつや姫を庄司喜與
太町長へ手渡しました。
今回贈ったつや姫は、 日に同町の小・中学校で

特別給食メニューとして出されました。この週は 心
はぐくむ学校給食週間 として、菊の花、山菜、ラ・
フランスなど県の特産物も給食に使われました。

月 日、 みちのく村山本店で、新任総代を
対象とした研修会を開催しました。
会場の 階ホールには、 月に就任した新任総代

が出席。 山形中央会教育部の後藤新一部長を講
師に迎え、総代の役割や山形県の農業と の歴史、
の経営理念と組織事業全般などについて研修を

受け、総代会資料の見方も学んだあと、意見交換が
行われました。
この日参加した総代の任期は平成 年 月 日ま

での 年間。新任総代たちは、総会にかわる組合の
最高意思決定機関としての総代会運営について理解
を深めていました。



息
子
か
ら
﹁
一
度
行
っ
て
み
た
方
が
い

い
﹂
と
言
わ
れ
て
い
た
イ
タ
リ
ア
︒
今
回

実
際
に
行
っ
て
み
て
一
番
び
っ
く
り
し
た

の
は
精
巧
か
つ
広
大
な
造
り
の
サ
ン
･

ピ

エ
ト
ロ
大
聖
堂
で
す
︒
実
際
に
建
物
の
中

に
入
っ
て
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
の
信
仰
心

の
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
︒
ま
た
イ
タ
リ
ア

は
全
て
が
石
造
り
で
︑
そ
れ
は
歴
史
や
街

づ
く
り
に
対
す
る
イ
タ
リ
ア
人
の
こ
だ
わ

り
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
︒
息
子
が
感
動
し

た
理
由
が
分
か
っ
た
気
が
し
ま
す
︒

今
︑
イ
タ
リ
ア
に
は
中
国
や
日
本
か
ら

の
観
光
客
が
多
い
よ
う
で
︑
現
地
の
人
か

ら
よ
く
﹁
ニ
イ
ハ
オ
︑
こ
ん
に
ち
は
﹂
と

話
し
か
け
ら
れ
ま
し
た
︒
ど
ち
ら
か
は
必

ず
通
じ
る
ん
で
し
ょ
う
︵
笑
︶
言
葉
に
つ

い
て
は
︑
現
地
の
空
港
や
ホ
テ
ル
で
慣
れ

な
い
英
語
を
慌
て
て
使
っ
た
り
し
て
︑

ち
ょ
っ
と
し
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し

た
︒
で
も
ガ
イ
ド
さ
ん
は
気
さ
く
で
︑
現

地
の
食
べ
物
も
お
い
し
く
︑
面
白
く
過
ご

せ
ま
し
た
︒
元
気
に
外
国
の
大
地
を
歩
け

る
う
ち
に
︑
そ
し
て
異
国
の
食
べ
物
を
味

わ
え
る
う
ち
に
︑
も
っ
と
海
外
旅
行
を
楽

し
み
た
い
で
す
︒
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絵
を
描
く
私
に
と
っ
て
︑
今
回
の
旅
で

印
象
深
か
っ
た
の
は
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
寺

院
で
す
︒
力
学
・
工
学
・
科
学
な
ど
の
英

知
が
結
集
さ
れ
た
建
築
技
術
や
︑
細
や
か

で
こ
だ
わ
り
の
あ
る
配
色
な
ど
︑
信
仰
に

も
と
づ
く
レ
ベ
ル
の
高
い
芸
術
性
に
は
感

動
し
ま
し
た
︒
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
で
鑑

賞
し
た
絵
画
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
︒

街
中
で
は
駐
車
場
が
な
く
︑
道
路
へ
の

縦
列
駐
車
ば
か
り
で
驚
き
ま
し
た
︒
だ
か

ら
車
は
ど
れ
も
傷
だ
ら
け
な
の
に
イ
タ
リ

ア
の
人
は
平
気
︒
大
ら
か
な
ん
で
し
ょ
う

ね
︒
で
も
運
転
技
術
は
世
界
一
で
︑
い
く

ら
狭
く
て
も
３
回
ハ
ン
ド
ル
を
切
れ
ば
出

入
り
で
き
る
そ
う
で
す
︒

パ
ス
タ
な
ど
︑
本
場
の
食
べ
物
も
し
っ

か
り
味
わ
い
ま
し
た
︒
ホ
テ
ル
で
言
葉
を

勉
強
し
︑
市
場
で
交
渉
し
て
︑
チ
ー
ズ
を

買
っ
た
り
し
ま
し
た
︒
衝
撃
的
だ
っ
た
の

は
︑
イ
タ
リ
ア
の
レ
タ
ス
は
柔
ら
か
く
ペ

ラ
ペ
ラ
だ
っ
た
こ
と
で
す
︒
フ
ォ
ー
ク
が

サ
ク
ッ
と
刺
さ
ら
な
い
︵
笑
︶

充
実
し
た
旅
で
︑
あ
と
３
日
間
は
滞
在

し
て
も
良
か
っ
た
で
す
ね
︒
撮
っ
て
き
た

建
物
の
写
真
で
︑
私
も
絵
を
描
き
た
い
で

す
︒

初
め
て
の
イ
タ
リ
ア
観
光
旅
行
で
す
︒

現
地
の
遺
跡
や
建
物
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
︒
イ
タ
リ
ア
と

い
う
国
の
歴
史
の
深
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
︒
景
観
も
美
し
く
︑
や
っ
ぱ
り
テ
レ

ビ
で
見
る
の
と
は
違
い
ま
す
︒
全
部
石
造

り
だ
か
ら
古
代
遺
跡
ポ
ン
ペ
イ
な
ど
古
い

も
の
も
残
っ
て
い
て
︑
ロ
ー
マ
も
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
も
ま
る
で
﹁
遺
跡
の
町
﹂
で
し
た
︒

昔
の
︑
馬
を
引
っ
か
け
て
お
く
た
め
の
設

備
が
残
っ
て
い
た
り
す
る
ん
で
す
よ
︒

﹁
石
の
文
化
﹂
の
イ
タ
リ
ア
と
﹁
木
の
文
化
﹂

の
日
本
︒
き
っ
と
イ
タ
リ
ア
の
人
が
京
都

の
木
造
建
築
の
街
並
み
を
見
た
ら
︑
逆
に

驚
く
で
し
ょ
う
ね
︒

食
べ
物
で
は
︑
朝
食
の
メ
ニ
ュ
ー
の
こ

と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
︒
フ
レ
ー
ク

や
︑
ま
た
菓
子
パ
ン
や
カ
ス
テ
ラ
の
よ
う

な
︑
軽
く
て
甘
い
も
の
が
多
い
ん
で
す
︒

あ
と
は
飲
み
物
だ
け
で
︑
イ
タ
リ
ア
人
は

朝
食
を
た
く
さ
ん
と
ら
な
い
よ
う
で
す
︒

今
回
は
︑
と
て
も
楽
し
い
旅
行
で
し
た
︒

機
会
が
あ
れ
ば
︑
今
度
は
い
っ
そ
ユ
ー
ロ

圏
全
体
を
回
っ
て
み
た
い
も
の
で
す
︒

さん

尾花沢市細野

五十嵐
いがらし

仲一
ちゅういち

さん

大石田町鷹巣

石山
いしやま

幸一郎
こういちろう

さん

１号車

３号車

４号車

２号車

村山地区

尾花沢地区

大石田地区
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たか
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森信
しん

弥
や

さんと幸
ゆき

さん夫婦の仲良し兄
弟は、おじいちゃんとおばあちゃんの
家に行くのが大好き。翔琉くんは普段
はアンパンマンの車やミニカーで遊び
ます。最近ぐっとお兄ちゃんらしく
なってきて、翔馬くんが泣いていると、
お母さんのまねをして頭をなでてあや
してくれるそうです！翔馬くんはそん
なお兄ちゃんと遊ぶのが好きで、最近
覚えたハイハイで向かうのは、いつも
翔琉くんのいるところ。とても仲良し
の二人ですが、大好きなおばあちゃん
の抱っこだけは、取り合いになっちゃ
うそうです。

針と糸と布と一緒に生きてきた
のかも 。話の途中、ふと口にした工
藤さんの趣味は布細工。若い頃から
針仕事が好きでしたが、これまでは
家事や女性部の活動で忙しく、本格
的に楽しみ始めたのはつい最近です。
松ぼっくりの装飾、アジサイ、うさぎ
の人形など、そのレパートリーは実
に多彩。できた作品を人に配ったり、
布細工仲間と交流するのも楽しみの
ひとつです。 もともと可愛いもの
を作るのが好きなんです。新しい作
品がひとつ完成するたびに、ますま
すやめられなくなっていきます 。
そんな工藤さんが今後作りたいのは
ふりそで赤ちゃん だそうです。

今
の
職
業
は
？

尾
花
沢
市
役
所
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

趣
味
は
？

友
だ
ち
と
神
社
め
ぐ
り
を
す
る
こ
と

で
す
。
お
参
り
を
し
た
り
お
み
く
じ

を
引
い
た
り
…
…
。
あ
と
は
歴
史
も

の
の
小
説
を
読
む
の
も
好
き
で
す
。

理
想
の
タ
イ
プ
は
？

優
し
い
人
が
い
い
で
す
ね
。

将
来
の
夢
は
？

海
外
旅
行
を
し
て
み
た
い
で
す
。
イ

タ
リ
ア
で
サ
ッ
カ
ー
観
戦
で
き
た
ら

最
高
！

好
き
な
農
畜
産
物
は
？

お
米
が
一
番
好
き
で
す
が
、
野
菜
な

ら
キ
ャ
ベ
ツ
か
な
？
サ
ラ
ダ
も
好
き

で
す
よ
。

農
業
に
つ
い
て
一
言

私
の
地
元
の
尾
花
沢
は
農
家
が
多
い

で
す
が
、
年
齢
層
は
高
め
で
す
。
若

い
人
が
農
業
に
興
味
を
持
っ
て
参
加

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
農
業
は

も
っ
と
盛
り
上
が
っ
て
活
発
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

私
が
就
農
を
決
意
し
た
の
は
平

成

年
。今
年
で
就
農

年
目
で
す
。

大
学
卒
業
後
、
市
役
所
の
臨
時

職
員
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
し

か
し
他
に
何
か
充
実
感
を
得
ら
れ

る
仕
事
は
な
い
だ
ろ
う
か
、農
業
な

ら
、
大
変
か
も
知
れ
な
い
が
今
な

ら
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
は
？

と
考

え
、
山
形
県
立
農
業
大
学
校
の
特

別
研
修
生
と
し
て
入
校
し
ま
し
た
。

果
樹
栽
培
に
興
味
が
あ
っ
た
私
は

寒
河
江
市
の
園
芸
試
験
場
で
栽
培

技
術
を
学
び
、
そ
の
後
も
試
験
場

で
臨
時
・
嘱
託
職
員
と
し
て
勤
務

し
、

年
間
在
籍
し
ま
し
た
。
実

家
の
農
業
も
手
伝
い
な
が
ら

儲

か
る
農
業
と
は
何
か

と
日
々
勉

強
し
な
が
ら
仕
事
に
励
み
ま
し
た
。

実
家
で
、
就
農

年
目
と
な
る

私
は
果
樹
を
担
当
す
る
事
に
な
り
、

さ
あ
や
る
ぞ
！

と
意
気
込
ん
で

い
た
と
こ
ろ
で
、

青
年
部
か

ら
の
勧
誘
が
あ
り
戸
惑
い
な
が
ら

も
承
諾
し
ま
し
た
。
先
輩
の
助
言

を
聞
け
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

青
年
部
で
は
食
農
教
育
を
担
当

し
、小
学
校
の

年
生
は
里
芋
、

年
生
は
そ
ば
、
年
生
は
稲
作
の
授

業
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
大
分

慣
れ
て
き
た
頃
の
飲
み
会
で
、
先

輩
は

果
樹
ば
か
り
で
な
く
田
ん

ぼ
も
考
え
て
み
て
は
ど
う
だ
。
自

分
の
経
営
も
も
ち
ろ
ん
だ
が
地
域

を
守
る
の
も
大
事
な
仕
事
だ
よ

と
言
い
ま
し
た
。
稲
作
は
メ
リ
ッ

ト
が
少
な
い
と
思
っ
て
い
た
私
で

す
が
、
先
輩
の
言
葉
で
地
域
と
農

業
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
よ

う
に
な
り
、
楯
岡
営
農
生
産
組
合

や
村
山
市
中
央
育
苗
組
合
の
一
員

に
誘
わ
れ
入
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
組
織
も
担
い
手
が

不
足
し
て
い
る
現
況
を
目
の
当
た

り
に
し
、

自
分
が
や
ら
な
か
っ

た
ら
一
体
誰
が
や
る

と
い
う
気

持
ち
が
芽
生
え
ま
し
た
。
後
継
者

不
足
の
た
め
に
農
地
を
荒
廃
さ
せ

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
ま
だ

ま
だ
知
識
と
経
験
が
必
要
で
不
安

な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
経

営
と
地
域
農
業
を
両
立
さ
せ
、
早

く
一
人
前
に
な
り
地
域
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
農
業
と
い
う
仕
事
を
誇
り

に
思
い
ま
す
。
農
政
が
著
し
く
変

化
す
る
時
代
で
す
が
、
こ
う
い
う

時
ほ
ど
青
年
部
の
盟
友
や
地
域
の

皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
乗
り
越

え
た
い
。

幸さんから、翔琉くん・翔馬くんへ
翔琉も翔馬も、いつまでも元気に仲良くね。好きなことを

やりながら、すくすく育ってほしいです

大
山
さ
ん
は
、
平
成

年

月

日
に

天
童
市
で
開
催
さ
れ
た
山
形
県
青
年
大
会

の
青
年
の
主
張
発
表
会
で
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
内
容
を
要

約
し
た
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。



カ ユ ワ ク セ イ

ヤ ミ ヨ サ イ フ

ク ウ カ ジ ク

エ イ ガ カ ン

ア ン ミ ソ カ

ク ジ ラ ク モ リ

マ ン メ ン ジ ン

〔ハガキ記入例〕
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丁
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岡
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山
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年
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号番

な近身るす関にマーテ
や

題話

いあれふ
を望要ご

・見意ごのへ 。すましい願お

月
号
の
解
答

で
す
。

え答

話電

業
職

齢
年

名
氏

所
住

号番便郵

号番

な近身るす関にマーテ
や

題話

いあれふ
を望要ご

・見意ごのへ 。すましい願お

目
丁
一

町
北
岡
楯
市
山
村

番

号

山
村
く
の
ち
み

係

報

広

行

広

クロスワードを解いて、 の二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

応募のきまり
〔ハガキ記入例〕を参考に記入して下さい。 人につき 枚有効です。
みちのくぼいすの 今月のテーマ の話題や、本誌へのご意見・ご要望
をお寄せ下さい。
送り先
ハガキ………上記〔ハガキ記入例〕をご参照下さい。
電子メール… ＠

………
応募締め切り 月 日（水） 当日消印有効
発 表
ふれあい 月号誌上にて行います。あらかじめご了承下さい。
クロスワードパズル正解者の方の中から抽選で 名と、みちのくぼい
すの 今月のテーマ大賞 の方 名に、図書カードをプレゼントします。

月
号
の
答
え
は

フ
ク
ジ
ユ
ソ
ウ

で
し
た
。

パ
ズ
ル
正
解
者
の
中
か
ら
厳
正
な

抽
選
の
結
果
、
左
記
の

名
の
方
が

当
選
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
内

喜
弘
さ
ん（
村
山
市
河
島
）

鈴
木
ミ
チ
子
さ
ん（
村
山
市
本
飯
田
）

橋

義
孝
さ
ん（
村
山
市
富
並
）

阿
部

友
子
さ
ん（
尾
花
沢
市
横
町
）

高
橋
チ
エ
子
さ
ん（
尾
花
沢
市
原
田
）

おいしいものを好んで食べる
グルメな人
目玉焼きの目玉になる部分
道路脇で手を挙げて拾います
年に冬季五輪が行われる国

眠っているときに見ます
財宝の──を示した地図
温めると湯葉が作れます
頭が良く教養のある女性のこと
朝まで寝ませんでした
犬は 日飼うと忘れないとか
ギターやバイオリンに張ります

足柄山で熊と相撲を取りました
読書、ゴルフ、釣り、カラオ
ケ 人それぞれ
髪をとかす道具
晴れているのに雨が降る、き
つねの──入り
雪の上を歩くと残ります
インドの伝統的な衣装の一つ
調理実習や裁縫などをする教科
──は外、福は内！
転ばぬ先に用意したい
蒸留・精製するとガソリンな
どになります
グー・チョキ・パーで勝負し
ます

【全体運】知的好奇心が刺激されそう。興
味を引かれるジャンルがあれば、トライ
してみるのが正解。小旅行も良い刺激に

が
も
の
心
つ
い
た
昭
和

年
頃
、
特
別
に
お
正
月
料

理
は
な
か
っ
た
け
ど
、

月

日
の
朝
食
は
初
め
て

の
新
米
を
二
升
た
け
る
大
き
な
は
が
ま
に
い
っ
ぱ
い
炊
い
て
、

塩
ま
す

人

切
れ
と
タ
ク
ア
ン
漬
け
と
青
菜
漬
け
に
白
菜

の
み
そ
汁
で
し
た
。
仏
様
と
だ
い
こ
く
様
に
皆
ん
な
で
お
ま

い
り
し
た
後
、
家
族

人
ち
ゃ
ぶ
台
に
す
わ
り
、
い
っ
し
ょ

に

い
た
だ
き
ま
す

と
、
手
を
合
わ
せ
、
自
然
乾
燥
し
た

キ
ラ
キ
ラ
光
る
新
米
が
何
よ
り
の
ご
ち
そ
う
で
し
た
。
今
、

二
人
だ
け
の
高
齢
世
帯
と
な
り
、
あ
の
頃
の
こ
と
が
と
て
も

な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

（
村
山
市

歳
主
婦
）

月
と
言
え
ば
我
が
家
で
は
、
カ
ニ
な
ま
す
・
黒
豆
煮
・

コ
ブ
巻
き
等
。
女
性
は
大
変
で
す
ね
。

（
村
山
市

歳
農
業
）

、

人
だ
け
の
生
活
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
正
月
の

お
供
え
餅
だ
け
は
、
昔
婆
ち
ゃ
ん
と
丸
め
た
様
に
、

離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
娘
も
来
て
、
車
や
ト
ラ
ク
タ
ー
に
と

か
、
沢
山
で
す
が
み
ん
な
で
丸
め
ま
す
。
の
し
餅
も
相
変
わ

ら
ず

升
つ
き
、
小
分
け
に
冷
凍
し
て
お
く
と
、
後
で
便
利

で
す
。

（
村
山
市

歳
主
婦
）

ろ
と
ろ
に
煮
た

こ
ぶ
巻
き

が
大
好
き
で
す
。

（
尾
花
沢
市

歳
会
社
員
）

年
を
迎
え
る
に
、
数
の
子
欲
し
い
な

あ
、
で
も
高
い
な
あ
。
そ
ん
な
所
へ

叔
母
よ
り
数
の
子
一
箱
の
御
歳
暮
届
く
。
欲
し
い
物

を
戴
い
た
瞬
間
で
す
。
孫
も
来
る
筈
。
早
く
来
い
来

い
、
お
正
月
。

（
大
石
田
町

歳
無
職
）

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
も
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ

下
さ
い
。

私

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
怖
い
季
節
。
皆
さ
ん

は
ど
ん
な
対
策
を
取
っ
て
い
ま
す
か
？
日
々
の
心
が

け
、
食
べ
物
、
生
活
習
慣
な
ど
の
話
題
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！

初
は
年
越
し
そ
ば
、
年
が
明
け
る
と
雑
煮
、

月

日
ぐ
ら
い
に
な
る
と
起
き
る
の
が
遅
く
な
り
、
ブ
ラ

ン
チ
に
な
っ
て
、余
っ
た
物
を
食
べ
ま
す
。ん

特
に
コ
レ
！

と
い
う
料
理
は
な
く
、
一
般
的
な
年
末
・
年
始
の
料
理
で
す
。

（
尾
花
沢
市

歳
公
務
員
）

ち
で
は
、
手
作
り
ギ
ョ
ー
ザ
で
す
。
お
せ
ち
が
続
い

た
あ
と
、
ギ
ョ
ー
ザ
を

ケ
位
作
っ
て
、
思
い
切
り

食
べ
ま
す
。
ふ
だ
ん
食
べ
て
る
ギ
ョ
ー
ザ
な
の
に
別
物
の
よ

う
に
美
味
し
い

大
勢
で
集
ま
っ
て
た
べ
る
か
ら
な
ん
で

し
ょ
う
ね
ェ
。

（
村
山
市

歳
自
営
業
）

末
年
始
の
料
理
と
い
っ
て
も
我
が
家
で
は
ぜ
ん
ま
い
、

ひ
ょ
う
干
し
の
料
理
や
わ
ら
び
の
漬
け
物
が
食
卓
に

並
び
ま
す
。
も
ち
は
定
番
の
納
豆
・
あ
ん
こ
の
他
に
ず
ん
だ
、

く
る
み
、ご
ま
で
食
べ
て
過
ご
し
ま
す
。（
村
山
市

歳
無
職
）

末
の
料
理
と
い
え
ば
、
鱈
の
お
吸
い
物
、
ひ
ょ
う
の

白
和
え
、
ぜ
ん
ま
い
の
味
噌
汁
。
夕
食
に
こ
れ
ら
を

頂
き
、紅
白
歌
合
戦
を
見
終
わ
っ
た
ら
、じ
い
ち
ゃ
ん
が
作
っ

た
年
越
し
そ
ば
を
食
し
ま
す
。

（
尾
花
沢
市

歳
学
生
）

末
は
そ
ば
で
す
が
、
お
母
さ
ん
は
小
さ
い
こ
ろ
は
家

で
必
ず
手
作
り
で
そ
ば
を
作
っ
て
食
べ
て
い
た
そ
う

で
す
。
僕
は
そ
ば
が
苦
手
で
う
ど
ん
に
し
ま
す
。
う
ど
ん
大

好
き
！

食
の
は
な
し

が
勉
強
に
な
る
し
、
た
め
に
な
る

ネ
え
ー
！

（
尾
花
沢
市

歳
学
生
）

年
は
、
里
芋
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
親
頭（
親
芋
）を

家
族
分
い
た
だ
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
関
西
風
親

頭
入
り
み
そ
仕
立
て
の
雑
煮
を
作
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

（
尾
花
沢
市

歳
自
営
業
）

年
正
月
に
な
る
と
、
黒
豆
煮
を
し
ま
す
。
私
の
母
親

が
作
っ
た
様
に
は
出
来
な
い
け
ど
正
月
の
レ
シ
ピ
の

つ
で
も
あ
り
ま
す
。

（
村
山
市

歳
会
社
員
）

末
、
年
始
の
料
理
と
い
え
ば
も
ち
ろ
ん
鍋
物
で
す
が
、

な
ん
と
言
っ
て
も
年
の
は
じ
め
の
あ
の
熱
い
納
豆
汁

が
わ
が
家
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
（
村
山
市

歳
無
職
）

正
月
の
料
理
は
五
目
な
ま
す
。
大
根
、人
参
、し
い
た

け
、れ
ん
こ
ん
、油
揚
げ
、あ
つ
あ
げ
、白
ご
ま
が
入
っ

て
、
と
て
も
お
い
し
い
で
す
よ
。

（
村
山
市

歳
主
婦
）

正
月
は
、
や
っ
ぱ
り
家
で
つ
く
お
餅
で
し
ょ
う
。
保

存
食
と
し
て
の
し
餅
に
し
て
焼
い
て
、
砂
糖
じ
ょ
う

ゆ
を
つ
け
て
！
最
高
に
お
い
し
い
で
す
。

（
尾
花
沢
市

歳
会
社
員
）

年
雪
が
降
る
と
隣
が
近
い
為
、
雪
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ

り
大
変
で
す
。
雪
さ
え
降
ら
な
け
れ
ば
災
害
も
な
い

の
で
住
め
ば
都
の
い
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
が
、
で
も
ス
キ
ー

場
で
は
、
め
ぐ
み
の
雪
。
み
ん
な
が
望
む
よ
う
に
は
い
か
な

い
も
の
で
す
。

（
尾
花
沢
市

歳
主
婦
）

年
恒
例
の

今
年
の
漢
字

年
は

輪

が
選
ば
れ
た
。
来
年
は
午
年
…
…
私
は
年
男
。
幸
運

が
来
ま
す
様
に
…
…
。

（
村
山
市

歳
農
業
）

月
楽
し
み
に
拝
見
し
て
い
ま
す
。
方
言（
山
形
弁
）の

良
さ
の
特
集
な
ど
…
…
希
望
し
ま
す
。

（
村
山
市

歳
会
社
員
）

齢
者
に
は
、
ボ
ケ
防
止
に
も
な
る
か
と
思
い
毎
月
応

募
し
て
い
ま
す
。
来
月
の
問
題
も
楽
し
み
に
待
っ
て

い
ま
す
。

（
村
山
市

歳
農
業
）

つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
職
場
に
配
達
さ
れ
る

と
、

番
に
読
ん
で
い
ま
す
。
身
近
な
話
題
が
多
い

の
で
助
か
り
ま
す
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
は
、
か
か
さ
ず

考
え
て
み
ま
す
が
、
応
募
す
る
の
は
初
め
て
で
す
。
尾
花
沢

支
店
の
窓
口
の
人
は
、
感
じ
が
良
く
い
つ
も
親
切
に
し
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
尾
花
沢
市

歳
会
社
員
）

今 正

う年年年

新

最昨

毎

毎

高い 毎

【全体運】細部にこだわり、先に進めなく
なる暗示。周囲の意見を聞くなど、柔軟
に。気分転換には古典音楽の鑑賞が有効

【全体運】アクティブに動き回れる月。何
事にも果敢にチャレンジを。インター
ネットや海外に関する分野にも幸運が

【全体運】ネガティブな発想をしやすいの
で、意識的にプラス思考を。明るい笑顔
を心掛けて。花を飾ると開運の呼び水に

【全体運】決断力が不足しがち。迷ったら、
独りで悩まず、信頼できる人に相談する
のがベスト。創作活動も好影響あり

【全体運】情緒不安定になりやすいかも。
深呼吸で気持ちを安定させて。植物の世
話をしたり、ハーブティーを飲むのも吉

【全体運】レジャーや飲み会に誘われるな
ど、にぎやかなイベントがめじろ押し。気
軽に顔を出し、伸び伸びと英気を養って

【全体運】余計なひと言が多くなるなど、
対人面に暗雲が。周囲への干渉は控え、
自分がやりたいことに集中すると好転

【全体運】コミュニケーション能力が活性
化。誰とでも気さくに付き合えます。特
に趣味や習い事を通じた交流に発見が

【全体運】持ち前の粘り強さを発揮できる
期間。何事にも忍耐強く取り組んで。余
暇は好きなことを満喫すると充実感大

【全体運】やる気が高まるはず。未体験ジ
ャンルに思い切って挑戦すれば、新たな
才能が目覚める予感。自己主張も大賛成

【全体運】優しい気持ちになれるので、自
然とみんなから慕われる時期。サービス
精神を発揮すれば、より幸運度アップへ

年お

毎 お

と



土 が 好 き

尾花沢市鶴巻田

尾
お ざき

正義
まさよし

さん（ 歳）

大石田町横山
遠藤 イセヨさん

村山市大槇
橋 隆一さん

尾花沢市芦沢
藤井 余四郎さん

入賞作品

村山市立大久保小学校 年
森 こころさん

尾花沢市立常盤小学校 年
高橋 竜次さん

村山市立袖崎小学校 年 加賀 美里さん

ご相談・情報提供は、できるだけ早く

警察相談
専用電話

毎回掛込金額

大石田町横山
遠藤 イセヨさん

村山市大槇
橋 隆一さん

尾花沢市芦沢
藤井 余四郎さん

尾花沢市鶴巻田

尾
お ざき

正義
まさよし

さん（ 歳）

土 が 好 き

警察相談
専用電話

毎回掛込金額

第

回
理
事
会
が

月

日
に
開

催
。
主
な
議
案
と
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

第

号

理
事
候
補
者
推
薦
申
し
合

わ
せ
事
項
に
つ
い
て

第

号

平
成

年
度
仮
決
算
監
事

監
査
報
告
の
回
答
に
つ
い

て

第

号

役
職
定
年
制
実
施
要
領
の

制
定
に
つ
い
て

第

号

職
員
給
与
規
程
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

第

号

反
社
会
的
勢
力
等
へ
の
対

応
に
係
る
基
本
方
針
・
規

則
の
全
文
変
更
に
つ
い
て

以
上

議
案
、
慎
重
に
審
議
さ
れ

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

経
過
報
告
お
よ
び
行
事
予
定
に
つ

い
て

主
要
勘
定
・
安
全
性
の
指
標
に
つ

い
て

新
年
祝
賀
式
に
つ
い
て

み
ち
の
く
村
山

冬
季
節
電

運
動

の
実
施
に
つ
い
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
被
害
支
援
募
金

活
動
の
実
施
に
つ
い
て

平
成

年
産

共
計
米
最
終
精

算
に
つ
い
て

平
成

年
産
米
の
集
荷
状
況
に
つ

い
て

平
成

年
度
経
営
所
得
安
定
対
策

の
加
入
・
交
付
状
況
に
つ
い
て

県
産
牛
風
評
被
害
に
係
る
損
害
賠

償
請
求
の
状
況
に
つ
い
て

相談ご希望の方は、お気軽
に 月 日（月）まで本店管理
部総務課（ ）までお
申し込み下さい。相談日時な
どについては後日直接本人に
ご連絡いたします。なお、相談
は無料です。

冬季期間、大石田農産物直売所 つなぎ の
店舗が、グリーンおおいしだ内の特設売場へと
移動します。

期 間 平成 年 月 日
平成 年 月中旬まで

営業時間 午前 時 午後 時
定 休 日 毎週土・日曜日

急な移動でご不便をおかけしますが、今後と
もよろしくお願いいたします。

家
が
農
家
で
長
男
な
の
で
、
村

山
農
業
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら

ず
っ
と
農
業
を
し
て
き
ま
し
た
。

も
う

年
目
に
な
り
ま
す
ね
。
最

初
は
養
蚕
と
米
作
り
が
主
で
し
た

が
、

か

の
時
に
は
す
い
か
も

作
り
始
め
て
、
そ
れ
も

年
く
ら

い
や
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
減
反

や
収
入
な
ど
の
関
係
か
ら
、
昭
和

年
頃
に
は
す
い
か
か
ら
葉
た
ば

こ
栽
培
に
切
り
替
え
て
、
こ
の

階
の
小
屋
で
ず
っ
と
や
っ
て
い
ま

す
。
専
売
公
社
だ
っ
た
当
時
は
意

外
と
葉
た
ば
こ
を
作
る
人
が
少
な

く
て
、
収
入
も
安
定
し
て
い
た
ん

で
す
。
最
初
は

反
だ
っ
た
の
が
、

だ
ん
だ
ん
面
積
も
増
え
て
い
き
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
ば
を
始
め
た
平

成

年
に
は
、
玉
野
東
部
営
農
組

合
も
結
成
し
ま
し
た
。
機
械
の
共

同
利
用
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
全

体
で
農
作
業
の
コ
ス
ト
や
無
駄
を

削
減
す
る
の
が
目
的
で
し
た
。

月
の
上
旬
に
、
ハ
ウ
ス
で
葉

た
ば
こ
の
苗
の
仮
植
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら

日
に
田
ん
ぼ
の

播
種
、

月
に
は
た
ば
こ
畑
に
マ

ル
チ
を
か
け
て
田
ん
ぼ
を
耕
運
し

ま
す
。

月

日
に
は
た
ば
こ
苗

を
定
植
し
て
、

日
頃
に
田
植
え
。

月
に
は
少
し
余
裕
が
で
き
て
、

た
ば
こ
の
消
毒
や
田
ん
ぼ
の
管
理

な
ど
を
し
ま
す
。

月

日
か
ら

始
ま
る
た
ば
こ
の
収
穫
は
、

月

日
頃
ま
で
続
き
ま
す
。
稲
刈
り

は

月

日
か
ら

月

日
く
ら

い
ま
で
で
す
ね
。
吊
っ
て
乾
か
し

た
葉
た
ば
こ
は
、
選
別
梱
包
出

荷
を
年
内
に
は
終
わ
ら
せ
て
、
盛

岡
に
あ
る
東
北
リ
ー
フ
セ
ン
タ
ー

へ
持
っ
て
い
き
ま
す
。
葉
た
ば
こ

は
手
間
は
か
か
り
ま
す
ね
。
そ
ば

は

月
上
旬
か
ら
播
種
を
始
め
て
、

月
の

日
か
ら

月

日
頃
ま

で
の
間
に
刈
り
取
り
ま
す
。

営
農
組
合
の
結
成
当
時
は
、
ま

だ
そ
う
い
う
組
合
が
な
く
て
希
少

な
存
在
で
し
た
。
そ
れ
で
結
成
後

間
も
な
く
、
平
成

年
か

年
頃

に
農
林
水
産
大
臣
賞
を
も
ら
っ
た

り
も
し
て
い
ま
す
。
だ
け
ど
組
合

を
作
る
時
は
お
金
の
工
面
が
大
変

で
し
た
。
小
屋
、
乾
燥
機
、
コ
ン

バ
イ
ン
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
揃

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
。

そ
れ
に
複
数
の
人
が
集
ま
る
と
、

年
代
が
違
っ
て
い
た
り
、
目
的
が

人
に
よ
っ
て
違
っ
た
り
し
て
、
ま

と
め
る
の
も
難
し
い（
笑
）で
も
ま

あ
、
難
儀
し
て
、
損
し
た
り
し
て
、

苦
労
を
重
ね
な
い
と
何
事
も
う
ま

く
い
き
ま
せ
ん
よ
ね
。
そ
う
し
て

う
ま
く
い
っ
て
、
よ
う
や
く
当
た

り
前
だ
と
も
思
い
ま
す
し
。

後
継
者
が
も
っ
と
育
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
は
政
策

も
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
ら
な
い
で
ほ
し

い
。
来
年
が
ど
う
な
る
か
分
か
ら

な
い
と
い
う
状
況
で
は
、
若
い
人

も
参
入
し
に
く
い
で
す
か
ら
。
ま

た
そ
う
い
う
政
策
も
、
例
え
ば
雪

が
降
れ
ば
冬
の
間
は
何
も
で
き
な

い
よ
う
な
地
域
も
あ
る
わ
け
で
、

そ
う
い
う
地
域
性
も
見
た
き
め
細

や
か
な
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
そ
う
で
な
い
と
後
継

者
を
育
て
る
こ
と
も
、
六
次
産
業

化
の
推
進
も
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

水稲 、そば 、葉たばこ を栽培
代表を務める玉野東部営農組合は、地
域の団体営農の先駆。一年の農作業も大
詰めを迎えるなか、インタビューに応じ
てくれた作業小屋は葉たばこの香りで
いっぱいだった。

昨年秋に県主催で開催された 平成 年度村
山地域おいしいごはんポスターコンクール で、
当 管内からの応募作品が 点入選しました
（応募総数 作品）。

契約期間 年以上 年以下
掛込間隔 ヶ月に 回（年金受給月）
当 に年金受給口座を有するお客様に限ります。
中途解約時は、所定の中途解約利率を適用します。
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